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　新年明けましておめでとうございます。
　昨年4月から9月にかけての、実質ＧＤＰの2四半期連続プラス成長に代表されるよう
に、昨年は、日本経済が「100年に一度」といわれた経済環境を乗り越え、回復に向けて動
き始めた年であったと思います。一方では、いわゆる「景気の二番底」を懸念する向きも
あります。しかし、私たちには、グローバルに広がる大きな市場のニーズを見据え、しっ
かりとした技術に根ざした、新しい「夢」のある製品を世の中に提供し続ける責任があり
ます。本年は、その実行の年と位置づけることができるでしょう。

　昨年の政権交代後、私たちの業界にも変化が現れ、今までは比較的見えにくかった科
学技術への投資の予算が、一般国民のもとにさらされ、そして実際にいくつかの事業が
見直されることになると思います。このような動きに代表されるように、厳しい経済環
境を経験して、科学技術への投資も費用対効果を問われる時代となりました。
　このような時代の研究開発においては、なんといっても「想像力」が重要となります。
世界的な情報処理技術の急激な進歩、地球環境意識の高まりなどをうけて、世の中が3年
後、5年後、10年後にどうなっているのか、その時にどんな技術・製品が市場から要求され
ているのか、十分に想像する。そして、その技術・製品の「コンセプト」をできるだけ簡潔
に、平易に表現して、そのコンセプトに沿った研究開発を実行することが大切です。これ
により、研究開発への投資者に対する説明責任を果たすことができると考えます。

　物理学者の寺田寅彦先生は、「科学者は、頭が良いと同時に、頭が悪くなくてはならない」 
と言われました。複雑な事象を解きほぐし論理構築する正確で緻密な頭脳と、人間の頭
の力の限界を自覚し大自然の教えに傾聴する頭の、両方が必要だというのです。現在の
研究開発においても、まさにこの2つの頭が必要だと思います。未来のニーズを想像し研
究開発のコンセプトを構築する過程では、いろいろな情報を的確に集め、整然と整理して、
未来予測のモデルを構築していく能力（頭の良さ）が必要ですが、開発実行の段階では、
当初考えが及ばなかった様々な課題に臨機応変に対処し、事実に対し謙虚となって、開
発推進する態度が必要なのです。

　「夢」のある製品・技術を世界に提供し続けることは、回復途上にある経済を本格回復
軌道に乗せるうえで不可欠です。新しい時代の研究開発を真摯に推進することが、日本
の基本的競争力であるものづくりの力をさらに発展させ、新しい製品・技術の発信につ
ながると、確信しています。
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Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

ファインセラミックスシンポジウム2009開催

　10月6日(火)名古屋国際会議場において、ファインセラミックスシンポジウ
ム2009を開催しました。名古屋市の後援事業「先端技術産業振興事業」の一環
として、約200名の参加者のもと『レアメタル資源の最新動向と将来展望～資
源の有効活用を推進するセラミックス技術～』をテーマに、第一線でご活躍
の方々に、レアメタル資源とはどのようなものか、その資源の現状、回収・リ
サイクル、代替を中心にセラミックス技術がレアメタル資源の有効利用にど
のような役割を果たしているのか、最新動向と将来への展望について、わか
りやすくご講演いただき、意義あるシンポジウムとすることができました。

2009年度賛助会員懇談会（特別・普通合同）開催

ＪＦＣＣテクノフェアを開催

株式会社日経ＢＰ

独立行政法人産業技術総合研究所

独立行政法人物質・材料研究機構

トヨタ自動車株式会社　先端材料技術部

財団法人ファインセラミックスセンター　材料技術研究所

プロデューサー　丸山　正明　氏

鉱物資源研究グループ長　渡辺　寧　氏

元素戦略センター長　原田　幸明　氏

部長　宮本　康司　氏

 所長代理　松原　秀彰

基調講演 「資源の有効活用を図ることが、モノづくり立国の基盤に」

講演1 「レアメタル資源の動向と安定供給問題」

講演2 「都市鉱山開発の可能性と課題」

講演3 「サスティナブル・モビリティを目指した資源活用　－排ガス浄化触媒を中心に－」

講演4 「希少金属代替材料開発　－超硬工具向けタングステン代替材料（サーメット）の開発－」
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　10月7日（水）に東海ものづくり創生協議会連携イベントとして「ＪＦＣＣ
テクノフェア」を開催しました。「ＪＦＣＣと中部地区各研究機関との連携に
ついて」と題したプレゼンテーションのほか、試験評価設備を中心とした所
内見学とポスターセッションを行い、企業の方を中心に約40名のご参加をい
ただいて、活発な質疑応答、意見交換を行いました。

　10月6日(火)名古屋国際会議場において、賛助会員懇談会を開催しました。
野嶋理事長の挨拶、最近のトピックス・新技術の紹介をした後、会員相互なら
びに会員の皆様と財団役職員の交流会を行いました。
　今年度は、懇談会に参加していただいた企業・団体のPRコーナー（パンフレッ
トのみ）の設置や、財団のトピックス・新技術のポスター展示も行い、皆さま
の生の声を聞くとともに、会員相互の活発な意見交換が行われました。



Japan Fine Ceramics Center事業報告事業報告

第31回中小企業振興委員会の開催

　10月28日（水）14：00～16：30　第31回中小企業振興委員会を開催しました。議案は2件で、内容はおおよそ次のとお
りです。
　議題1「中小企業振興事業について」では、当センターの地域イノベーション創出研究開発事業等の事業紹介を含め
た平成20年度実施状況、平成21年度実施計画について報告しました。また、各委員からは所属する公設試、地域ファイ
ンセラミックス関連団体等の活動状況を報告し、議論しました。
　議題2「中小企業振興事業の行政説明について」では、中部経済産業局　産業部　岡本　正弘　製造産業課長より、中
小企業庁による中小企業関係の概算要求・財政投融資等の施策の概要、中小企業支援施策の説明がなされました。
　また、討議終了後、ナノ構造研究所の電子顕微鏡施設とナノシミュレーション施設の見学を行い、委員会を終了しま
した。

中堅・中小企業向けセラミックススクールの開催

　中部科学技術センターの事業＜中部イノベーション創出共同体「提案型連携構築事業」＞に下表8機関で連携して参
画し、セラミックススクールを開催しています。JFCCは先鞭として、保有する透過型電子顕微鏡や最先端評価･測定機
器を中小企業の皆様方の事業に活用して頂くことを目的に開催いたしました。今後のJFCCのご利用を期待していま
す。

　JFCCの研究開発計画とその実施について、指導、助言などをしていただく企画運営委員会を開催しました。委員会
の開催前には、電子顕微鏡をはじめとした新規導入設備の見学会を行いました。委員会では、主要プロジェクト及び
JFCCの研究シーズの紹介を行い、多数の貴重なご意見をいただきました。

　日時：平成21年12月9日（水）14：00～17：30
　場所：JFCC会議室
　議題：1．平成21年度新規プロジェクトについて
　　　　2．主要国プロジェクトの進捗状況について
　　　　3．ＪＦＣＣ研究シーズについて

第19回企画運営委員会の開催
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ファインセラミックスセンター

産業技術総合研究所 中部センター

愛知県産業技術研究所瀬戸窯業技術センター

名古屋工業大学 セラミックス基盤工学研究センター

愛知県産業技術研究所常滑窯業技術センター

多治見市陶磁器意匠研究所

岐阜県セラミックス研究所

三重県工業研究所 窯業研究室

 11月17日（火）

 12月  1日（火）

 12月  9日（水）

 12月14日（月）

 12月16日（水）

 1月13日（水）

 1月15日（金）

 1月22日（金）

実　施　機　関 実　施　日

13：00～17：00

13：30～16：20

13：30～16：30

13：30～16：00

13：30～15：00

10：30～12：00

13：00～15：00

13：00～15：00

時　　間

先端機器の紹介と見学

共同研究･技術相談等の紹介

依頼試験・設備紹介

Ｘ線回折測定技術 等

依頼試験・設備紹介

依頼試験について

依頼試験・設備紹介

依頼試験・設備紹介

内　　容



4

Japan Fine Ceramics Center

ナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース

展示ホールの一部をリニューアル致しました。JFCCをご理解頂くためと、セラミックスについての理解を深めて頂
くために、展示ホールに新たにポスターを掲げ、関連する製品・材料等を展示致しました。
①JFCCの研究シーズと保有している先端技術・機器の紹介
②セラミックスアーカイブ（国際セラミックス総合展2009の展示物で(社)日本セラミックス協会監修ポスター）
((社)日本セラミックス協会および試料提供企業様のご承認の元に展示)
ご来場の際には、是非ともご覧下さい。

展示ホールのリニューアル

ナノシミュレーション部の活動状況

トピックストピックス

　平成21年7月に第2期クラスター計算機がナノシミュレーション部に導入
されました。システム全体としては4324GFlops（1秒間に4兆3240億回の演算）
の性能を持つ並列計算機システムです。2年半前に導入された第1期クラスター
計算機の約2倍の性能を有するクラスターシステムです。今回導入されたク
ラスターシステムでは計算速度の向上だけではなく、システムの省スペース
化、稼動時の消費電力と発熱量の低減も実現されています。
　現在ナノシミュレーション部では、大規模な計算資源を活用して、第一原
理量子力計算に基づいたリチウムイオン2次電池、熱電変換材料、強誘電体、
触媒材料に関する理論解析を行っています。

1． 第2期クラスター計算機の導入



5

Japan Fine Ceramics Center

第2期クラスター計算機の計算ノードの詳細スペック

　ナノシミュレーション部は11月11日～13日に名古屋国際センターでThe 3rd Theory Meets Industry International 
Workshop (TMI2009)を主催しました。本ワークショップは既に欧州で2回開催されており、第一原理計算に代表される
最先端の計算材料技術を産業分野の開発現場へ普及させることを主な目的としています。このたび第3回目のワーク
ショップが、初めて日本で開催されることとなり、その主催を務めさせて頂きました。世界の第一線で活躍する大学、
研究所、民間企業の著名な研究者による21件の招待講演、一般参加者による40件のポスター発表が行われました。3日
間の開催期間で、のべ120名という当初の予想をはるかに上回る人数の方々に来場して頂くことができました。また、
来場者の半分が企業からの参加者だったこともあり、図らずも会議名どおりの“Theory Meets Industry”が実現したこ
とは喜ばしい限りであります。
 招待講演およびポスター発表では、第一原理計算における計算技術の最新情報に加えて、古典力学や熱力学・統計力
学と連携させたマルチスケールシミュレーション、あるいは企業における第一原理計算を使った研究開発事例が報告
されました。会場では材料開発における最新のトピックや計算技術の進歩について活発な討論が交わされ、参加者の
方々から高い評価を頂くことができました。

（ワークショップWebサイト: http://www.jecs.org/tmi2009/）

2． The 3rd Theory Meets Industry International Workshopの開催

計算ノード（×47） CPU
マザーボード
メモリ
ハードディスク
増設ネットワークカード

オペレーティング・
システム

CentOS 4.5

： Xeon-W5580 （QuadCore 3.2 GHz 8 MBキャッシュ）×2
： ASUS Z8NR-D12
： 24 GB (DDR3 1333 MHz)
： Serial ATA2 160GB HDD
： Infiniband　20Gbit×1ポート

ナノ構造研究所ニュースナノ構造研究所ニュース



正方晶ペロブスカイト型結晶構造を有するTi酸化物の負
の静水圧下での構造相転移を第一原理計算で解析

Japan Fine Ceramics Center研究成果 1研究成果 1

第一原理計算を用いた新規強誘電体材料の材料設計

PZTに代表される強誘電体はアクチュエータなどの圧電材料として広く用いられ
ているが、その多くはPbを含有しており、近年環境保護の観点からPbを含有しない
代替材料の開発が強く望まれている。

技術の
ポイント

基礎
研究

これまでの研究でCaTiO3は負の静水圧を印可することにより強誘電相が安定化さ
れPbTiO3に匹敵する強誘電性を発現する可能性が判明した。負の静水圧力下での強
誘電相安定化機構の解析を第一原理計算にて実施。

今後の展開
非鉛新規強誘電体
材料設計などに寄与

新規材料系についても第一原理
計算を用いた強誘電体材料設計
を展開

（1） 負の静水圧を印加することによりTiO6八面体の一つのTi-O結合が切れ、構造
が大きく変化し強誘電相が安定化。

（2） MO5ピラミッド構造に転移することによりc/aが大きくなり、大きな自発分
極発現の可能性。
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図1. 負の静水圧下での相対エンタルピーの変化
検討したペロブスカイトTi酸化物全てで
相転移が認められる

参考文献 : H. Moriwake, Y. Koyama, K. Matsunaga, T. Hirayama, I. Tanaka, J. Phys.
　　　　 : Condens. Matter 20 (2008) 345207.

謝辞 ： 本研究は、(独）日本学術振興会科学研究費補助金により実施したものである

図2. 相転移後の構造

背 景

目 的

成 果

MO5ピラミッド構造を有する物質において大きな自発分極を有する
強誘電体材料が実現する可能性を指摘



遷移金属ペロブスカイト型酸化物を誘導加熱で発熱する
ヒータに使用

Japan Fine Ceramics Center研究成果 2研究成果 2

低環境負荷型高温過熱水蒸気ヒータの開発

過熱水蒸気による加熱は、空気加熱に比べて伝熱速度と乾燥速度が大きく、低環境
負荷型の新しい熱処理技術として注目されている。誘導加熱で発熱するヒータには
電子的伝導性を有することが必要であるが、金属系材料の場合は高温の水蒸気によ
る激しい腐食が問題となる。

技術の
ポイント

応用
研究

遷移金属ペロブスカイト型酸化物(La0.8Sr0.2MnO3：LSM)をヒータに用いて、
800℃以上の高温クリーン過熱水蒸気が生成する装置を開発する。

今後の展開 ヒータ材料の設計指針
および運用指針の構築

LSMの高温機械的特性に及ぼす
加湿／電場の影響評価

（1） ヒータ作動温度の高温水蒸気環境下において、LSMは分解せず熱力学的に
安定である。

（2） LSMを誘導加熱で発熱するヒータ(ペレット積層型)を用いて、過熱水蒸気生
成装置を試作した。その結果、50kHz、30kWのインバータを用いて、　800℃
以上の過熱水蒸気の生成に成功した。

7

図1. LSMの熱力学的安定性 図2. 過熱水蒸気生成装置の外観

謝辞 : 本研究は、文部科学省 ｢都市エリア産学官連携促進事業(発展型)｣ の一環として行われたものである。

背 景

目 的

成 果
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特殊材料細孔分布・比表面積測定

　粉末などの細孔分布や比表面積は、通常、空気中で取り扱い、試料ホルダーに導入して測定します。本評価方法では、
試料ホルダーを密閉式とし、空気雰囲気で取り扱い困難な材料について、細孔分布・比表面積の測定を可能としており
ます。

JFCC評価技術紹介JFCC評価技術紹介

特徴

細孔分布・比表面積測定装置 グローブボックス

　ＪＦＣＣでは、優れた研究者と技術者のスタッフが一体となって獲得した特徴あるシーズ技術と多くの材料特性評
価技術を所有しています。その一部を紹介いたします。

（財）ファインセラミックスセンター　　材料技術研究所　試験評価部　　担当 ： 青木
TEL  052-871-3500（代表）　　FAX  052-871-3599　　E-mail  analysis@jfcc.or.jp

問合わせ先

グローブボックス（美和製作所製、DBO-1特型）

・ 循環ガス　：　Ar

・ 水分値（露点）　：　－80℃

・ 酸素値　：　1ppm

細孔分布・比表面積測定装置（シスメックス株式会社、Autosorb-1）

・ 吸着ガス

　非腐食性ガス　：　N2、Ar、CO2、C4H10他

　クリプトンガス　：　Kr

　化学吸着用ガス(腐食性可)　：　NH3、CO2、H2、CO、O2他

※ 現状使用では、N2とArで使用　

・ 性能

　比表面積　：　0.05 m2/g以上 (N2吸着)

　測定相対圧力　：　1×10-7<P<P0<1

　細孔分布　： 0.35<D<500nm

　容積検出限界値　：　<0.0001 ml/g

主な仕様



9

Japan Fine Ceramics Center

　ＪＦＣＣでは、高性能な各種研究設備を保有し、原料から焼結・加工まで、また基礎から応用まで一貫した体制で研
究開発を行っています。これらの試験研究設備を広く皆様にご利用いただくためＪＦＣＣでは「機器利用制度」を設け
ています。そこで、皆様にご利用いただける設備を紹介いたします。

比抵抗／ホール測定システム

　太陽光発電パネル、熱電変換素子や各種電池など注目されている様々な電子デバイス、これらの性能は構成材料の
電子物性によって決まります。その電子物性の中でも基礎的な評価項目として、比抵抗（導電率）、キャリア濃度、ホー
ル移動度およびそのキャリアタイプ（n型もしくはp型）などがあります。本装置は、Van der Pauw法に基づいた導電率
測定およびホール測定を通じて、導電性、半導電性さらには半絶縁性までの幅広い範囲の材料についてこれらの物性
値を高精度に測定できるシステムです。ホール測定での磁場の印加方法として、一般的なDC方式だけではなく、交流
磁場を試料に印加する「AC磁場ホール測定法」も採用しており、DC方式に比べて高抵抗試料における起電力検出感度
も高めています。また、各物性値の温度依存性についても測定でき、活性化エネルギーからのイオン化エネルギーの評
価や、キャリア濃度の温度依存性による有効質量の評価など、様々な応用の可能性があります。

JFCC保有設備紹介JFCC保有設備紹介

特徴

　材料中のある方向に電流（電流密度J）を流した状態で、それと垂直方向
に磁場（磁束密度B）を与えると、ホール効果によってその材料中に電場（電
界強度E）が発生します。この電界強度から得られるホール係数RHは次式で
与えられ、キャリア濃度nを導出できるとともに、そのRHの符号からキャリ
アタイプがわかります。

　一方、試料上の4つの電極によりVan der Pauw法に基づいて電圧と電流
の関係を測定することで、導電率σを求めることができます。この導電率
σは、キャリア濃度n、移動度μ、電荷eを用いて次式により与えられます。

　ここで得られた導電率σと上記で求めたキャリア濃度nをこの式に代入
することでホール移動度μを求めることができます。

測定方法

・ 比抵抗測定範囲

・ キャリア濃度測定範囲

・ ホール移動度

・ 磁場強度

・ 温度設定範囲

・ 温度制御安定性

・ 試料サイズ

： 10-5Ωcm～109Ωcm（試料厚さ1μmの場合）

： 1023cm-3以下

： 0.001 cm2/Vs以上（端子間抵抗107Ωの場合）

  0.02 cm2/Vs以上（端子間抵抗109Ωの場合）

： DC：-0.52～+0.52 T

  AC：0.006 T rms～0.36 T rms

： 77K～473K

： ±0.1K

： 10mm角×1mm厚　程度

主な仕様

・ 太陽電池材料

・ 透明導電膜

・ 熱電材料

・ 発光材料

・ IC半導体

・ その他の半導体材料

： Si系（a-Si、poly-Si）、CIGS系、CdTe系など

： Sn添加In2O3（ITO）系、ZnO系、SnO2系など

： BiTe系、コバルト酸化物系など

： GaN、ZnSeなど

： 高温半導体（SiC等）、高移動度半導体など

： 電子部品、センサなど

用途の例

比抵抗／ホール測定システムの外観

ホール効果の模式図

キャリア濃度とホール移動度の測定例
（n型透明導電性酸化物における金属的な挙動）

RH

σ =neμ

JB ne

E 1
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革新的省エネセラミックス製造技術開発

　日本の製造業を牽引する自動車、鉄鋼、液晶・半導体等の分野において、最終製品を製造する際に使用される生産用
部材には、最終製品の性能と生産性の向上の観点から大型化と機能の向上が強く求められております。例えば、自動車
部品鋳造ラインにおいては、耐熱性、耐食性（難濡れ性）、並びに、断熱性に優れたセラミックスを大型の配管や槽・容器
に適用することで、熱の損失を小さくすると同時に、最終製品への不純物混入を低減することが期待されています。ま
た、液晶・半導体製造ラインでは、軽量で剛性の高いセラミックスを大型の精密生産用部材に適用することができれば、
生産性のさらなる向上や微細加工化が可能となります。さらに、現状では、高温で使用される生産用部材には希少元素
を添加した耐熱合金が多用されていますが、ユビキタスな元素を主成分とするセラミックスの適用は元素戦略上にお
いても意義があります。
　しかしながら、このように期待される大型のセラミックスが未だ十分に普及していない理由としては、形状付与の
困難さ、成型・焼成・加工等の製造コスト高、並びに、部材の機械的信頼性等の課題が解決されていないことにあります。
そこで、本研究開発では、高機能化された小さな精密ブロックを作製し、立体的に組み上げ、高効率で接合・一体化する
技術を開発することで、従来のセラミックプロセスでは作製が困難であった複雑形状付与や大型化を容易にし、製造
プラントの省エネ化と製品の品質向上に貢献しうる省エネセラミックスの製造技術を開発することを目的とします。

１． 背景・目的

　本研究開発は、（独）ＮＥＤＯ技術
開発機構から委託を受けたステレオ
ファブリック技術研究組合が実施す
る共通基盤技術研究と、参画企業が
実施する実用化技術研究（助成事業：
助成率１／２）からなります。前者の
主たる実施場所は、（財）名古屋都市
産業振興公社が所轄する先端技術連
携リサーチセンター内ですが、ＪＦ
ＣＣは技術研究組合の研究分担先の
一つとして当地にて参画します。また、
本研究開発のプロジェクトリーダーは、
（独）産業技術総合研究所　先進製造
プロセス研究部門の北英紀グループ
長が担当します。研究期間は、平成２
１年度から平成２５年度までの５年
間を予定しております。

２． 研究開発の実施体制

　本研究開発では、共通基盤技術研
究として、①ニアネット成形・接合技
術の開発、②ユニットの高機能化技
術の開発を、実用化技術研究として、
③革新的省エネセラミックスの部材
化技術開発を実施します。研究開発
のイメージを右図に示します。ＪＦ
ＣＣは、共通基盤技術研究の一環と
して、ｉ）材料計算科学を駆使してナ
ノレベル構造制御による接合強化指
針を示すこと、及び、ｉｉ）高機能化
技術研究として、アルミ溶湯に対し
て優れた難濡れ性を発現する部材の
開発と高温熱反射材料の開発を実施し、
そこで得られた成果を参画企業にお
ける実用化技術開発に役立てていき
ます。

★固相反応、或いは温度分
布を制御した部分加熱に
より、投入エネルギーを最
小とできる、省エネ型のセ
ラミック／セラミックの
接合技術の開発

★焼放しで一体化可能な精密ユニットの設計とニアネット成形・焼結技術

★ナノテクを駆使して、溶融金属が濡れ難く、また高温熱反射効果の大きいユニッ
トを開発する

３． 研究開発の内容

①ニアネット成形･接合技術の開発

②ユニットの高機能化技術の開発

10

本研究開発の詳細は、（独）ＮＥＤＯ技術開発機構ホームページ（http://www.nedo.go.jp/activities/portal/p09007.html）をご参照願います。
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　オーストリア・ウィーンで2009年10月4日～9日に開

催された216th ECS Meeting国際会議に「平成21年度地

域イノベーション創出研究開発事業、ナノカーボン／

セラミックス複合材を用いた不燃軽量電磁波吸収体の

開発」の調査研究を行うために参加しました。

　本学会の主催団体であるThe Electrochemical Society

は電気化学および物性科学の研究推進・普及のため、

1902年にThe American Electrochemical Societyとして

設立されました。1930年に活動範囲を世界に広げるた

めに現在の名称に変更されました。ECS Meetingは春と

秋の年2回世界の各都市で開催されており、今回で216

回目となります。毎回最新の研究成果が数多く報告され、

今回も3200件を超える講演、ポスター発表が行われま

した。

　会場であるオーストリアセンター（Austria Center Vienna）

は歴史的町並みの市内中心部から地下鉄で約5分程度

郊外にいったところにあるドナウ本流沿いのUNO city

にありました。この町はジュネーブ、ニューヨークに次

ぐ国連都市であり、地下鉄駅を降りるとすぐに国際原

子力機関（IAEA）や国連工業開発機構（UNIDO）が本拠と

している国連ビルが目に入りました。このビルを抜け

ると会場となる建物が見えてきました（写真1）。

講演は6日間の日程で、45のセッションに分けられて進

められ、夕方にはポスター発表が行われました。その中

から私は、電磁波吸収メカニズムの解明・特性向上に関

連する講演を選び聴講しました。実際に電極材料とし

てのカーボン、1次元ナノスケールの電気化学材料やカ

ーボンナノチューブ(CNT)の合成手法、評価方法につい

て、多くの知見を得ることができました。一例を挙げる

と、ナノカーボンを金属錯体と複合化することでPt代

替触媒としての機能をもつこと、ナノサイズカーボン

の分野においてはカーボンナノチューブが広く研究さ

れており、構造や電気化学特性の解析やセンサ分野へ

の応用研究が行われていること、電磁波の照射による

ナノカーボンの合成方法や添加剤を加えることによる

表面積の向上方法などが分かりました。今後の研究に

生かしていきたいと考えています。

216th ECS Meeting 国際会議に参加して

エンバイロンメンタル・マテリアル部
上田　太郎

写真2　受付をすませた筆者写真1　会場となったAustria Center Vienna
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　さて、ウィーン市内には歴史的建造物が多く存在し

ており、町の中心となっているシュテファン寺院から

半径1km以内に主な建物が集中していました。また、市

内の交通網（バス、地下鉄）が発達していたため、寄り道

する程度の感覚でウィーンの歴史や文化に触れること

ができました。少しばかりですが、印象に残った場所に

ついて紹介したいと思います。

　写真3に示しています建物が、ウィーンの中心にそび

えるシュテファン寺院です。この寺院は12世紀の半ば

からロマネスク様式の教会として建てられたウィーン

大司教区の司教座聖堂であり、2001年にユネスコの世

界遺産に登録されました。シンボルである南塔は高さ

137mであり世界第三位の高さであるとのことです。実

際に町中でも目立つ存在でしたので、現地ではこの寺

院を目印にして移動していました。屋根に描かれた紋

章や鮮やかなモザイク模様が特徴的で、空の青との調

和がすばらしかったです。建物内に入ると、多くの観光

客が見学をしている中で厳かにミサが行われていまし

た。

　写真4はウィーン大学を見学したときに撮影しました。

ウィーン大学は1365年に創立されたドイツ語圏最古の

大学であり、ハプスブルク家のルドルフ4世が創立した

ことから「ルドルフ4世大学（Alma Mater Rudolphina 

Vindobonensis）」と呼ばれていたそうです。これまでに9

人のノーベル賞受賞者を輩出しています。中庭を取り

囲む回廊は観光客に開放されており、ボルツマン、フィ

ッシャー、シュレディンガーなど、大学ゆかりの学者の

像や記念碑がありました（写真4）。感心したのは多くの

学生がこの中庭で、教科書を熱心に読んだり、コンピュ

ータを持ち寄って仲間とディスカッションをしたりし

ていたことです。学生の質と志の高さを感じました。

　最後にウィーンのカフェ文化を紹介したいと思いま

す。ウィーンでカフェが誕生したのは1685年のことで、

デオダドというアルメニア人が皇帝から許可を得て開

店したのが始まりとされています。現在ではカフェが

生活の一部となっており、待ち合わせや備えつけの新

聞や雑誌を読んだり、手紙を書いたりして過ごしてい

るそうです。また、各店が自家製ケーキを用意している

のも特徴の一つです。今回は数あるカフェの中から「ザ

ッハートルテ」で有名なホテルザッハーのカフェを体

験しました。お昼の時間だったので多少並びましたが、

中に入ってしまえば店内は落ち着いており、歴史と伝

統を感じることができました。写真5は今回注文したザ

ッハートルテです。味はほんのりとマーマレードが香

るケーキで、濃厚なチョコで包まれていました。上質な

スウィーツでした。

写真3　シュテファン寺院

写真4　ウィーン大学の回廊

写真5　ザッハートルテ



　2009年6月1日付けで嘱託採用していただきました姚永昭です。現在、高品
質SiC結晶およびSiC欠陥検出技術の開発に従事しております。
　これまでの5年間、つくば市にある（独）物質材料研究機構にて分子線エピ
タキシー法による窒素インジウムと同位体窒素ガリウム薄膜の成長と評価
に関する研究を行ってきました。In June 2009, I was very privileged to 
continue my research at JFCC, since then everyday of my work at JFCC is an 
exciting and challenging experience. With the immense wealth of human 
resource and top level equipments available at JFCC, I am able to acquire much 
invaluable knowledge and precious first-hand experience and to expand my research from III-V to IV-IV materials. 
Although at present my Japanese is not fluent enough to allow me communicate without obstacles, I never feel 
frustrated because my supervisor and co-workers always teach me and explain things to me to every single detail with 
great patience. In the future, I hope I will learn more and more, improve my ability as a researcher and make my 
contribution to JFCC. ご指導ご鞭撻のほどを宜しくお願い申し上げます。

Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　2009年5月1日付けで古河電気工業（株）から出向してまいりました田邉衣
加と申します。出向元では、透過型電子顕微鏡を用いた半導体レーザの解析
を主な業務として行っていました。透過型電子顕微鏡をはじめとするナノ領
域の構造解析技術は、解析技術力の差が製品の特性や信頼性の優位性を決め
ることもある大変重要な技術です。
　JFCCでは、透過型電子顕微鏡に関する専門家が大勢おられ、また、世界最高
レベルの装置を保有しており、これまで自己流で透過型電子顕微鏡観察を行っ
てきた部分も多かった私にとっては、非常に吸収することが多く、日々勉強
させて頂いております。
　出向ということで、最初は不安を感じておりましたが、ナノ構造研究所の雰囲気はとてもアットホームで、在籍して
いる方々も非常に親切な方が多く、当初はとても感動し、楽しく研究を進めております。　
　現在JFCCでは、透過型電子顕微鏡を用いて、全固体型のリチウムイオン電池の反応が進んでいく様子をその場観察
する研究を行っております。JFCCの研究成果に貢献できるよう頑張っていきたいと思っておりますので、今後ともご
指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部
田邉　衣加

　2009年4月20日付けで材料技術研究所リライアブル・マテリアル部に嘱託
採用していただきました田中誠と申します。私は修士課程を修了してから数
年間複数のメーカーで製品開発・設計に従事し、その後、東京大学に採用され
て研究の道へと進み、博士の学位を取得しました。かなり遠回りをして気づ
けば頭に白いものも混じりましたが、今は新人研究員として頑張っています。
これまでの研究は、高温燃焼器に用いられている熱遮蔽コーティングの剥離
抵抗の定量的評価や剥離の非破壊検出などの損傷評価手法の開発を主に行っ
てまいりました。現在は、低環境負荷型高温過熱水蒸気ヒータの開発やアル
ミ鋳造部材の開発に従事しております。JFCCに着任してからは、これまでに経験のない材料や解析を経験することが
でき、研究に対する切り口のバリエーションが増えることを意識しつつ素晴らしい困難の連続に立ち向かっておりま
す。
　今後も、研究がうまく進まない時でも焦らず止まらず常に探究心を持ち、成し遂げようとする強い心を持って最後
まで粘り強く遂行していきたいと思っておりますので、皆様のご指導ご鞭撻のほどをどうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部
田中　誠

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアル部
姚　永昭（Yao Yong-zhao）



      My name is Shi-Jian Zheng, and I am Chinese. I graduated from Shenyang 
National Laboratory for Materials Science, Institute of Metal Research, Chinese 
Academy of Sciences in July 2009. My research interest is to investigate the 
microstructures of advanced ceramics and set up the relationship between the 
microstructures and their properties by Transmission Electron Microscopy 
(TEM). 
      I joined nano-interface analysis department of Nanostructures Research Laboratory (NRL) on Sep. 1st, 2009. It is my 
honor to work at the world top laboratory, in which the facilities are the state of art and the people are smart and nice. I 
will do my best here! 
      Finally, I would like to acknowledge all my colleagues at JFCC sincerely. Thank you very much for your help! Good 
Luck!

Japan Fine Ceramics Center職員紹介職員紹介
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　2009年8月1日付けで中部電力（株）より出向してまいりました田邊一太郎
と申します。
　現在、材料技術研究所のリライアブル・マテリアル部に所属し、「高温過熱
水蒸気ヒータの開発」等の研究に従事しております。
　出向元では入社して7年間、知多火力発電所で発電機の起動・停止や機器の
運転状態の監視、トラブル対応および機器のメンテナンス等いわゆる現場技
術を修得してまいりました。その後火力センターで2年間、火力発電所の統括
部署として各種委託契約業務に従事してまいりました。
　前職場では契約書の作成等、机上での業務がメインでした。そのため、ＪＦＣＣでの実際に自らの手および装置を動
かしてセラミックスを作り、それを使って実験するといった研究生活は、学生の時以来ということもあり、最初は戸惑
いましたが、現在は毎日非常に刺激を受けながら過ごしております。
　この貴重な機会を活かして多くのことを吸収して自分自身の視野を広げ、技術力を高めていきたいと思っておりま
す。
　最後になりましたが、セラミックスについてはまったくの素人ですので、皆様にはご迷惑をおかけすることも多々
あるとは思いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部
副主任研究員　　田邊　一太郎

　2009年6月1日付けでナノ構造研究所の電子線ホログラフィー部に嘱託採
用していただきました金基鉉と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
現在、全固体リチウム電池の電子線ホログラフィー及び分析電子顕微鏡法に
よる研究に従事しております。
　私の研究経歴は工学部から修士課程卒業まで韓国の公州大学で構造セラミッ
クスと生体セラミックスに応用されるAl2O3とZrO2粉末について、多様なプロ
セスを利用したセラミックス複合材料の微細組織制御及び物性評価を行っ
てきました。
　しかし、材料の合成だけでなく分析にも興味を持つようになり、電子顕微鏡を使った、分析に関心を持つようになり
ました。こういう理由で日本の東北大学で、TEM、FIB、SEMで発生する帯電效果についての研究に打ち込みました。特に、
電子線ホログラフィー技術を用いて様々な材料分析を行ってきました。
　これまでの経験を活かした新しい研究に、 JFCCでチャレンジしたいと考えています。まだまだ分からないことだ
らけで、ご迷惑をお掛けすることも多々あるかと思いますが、ご指導、ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィー部
金　基鉉

Nanostructures Research Laboratory
Nano-interface Analysis Department

（ナノ構造研究所　微構造・界面解析部）
Shi-Jian Zheng 　士建
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Japan Fine Ceramics Center特許情報特許情報

1 量子井戸構造を有するSi系半導体デバイスおよび
その製造方法

2001-314074 2009.1.16 4246424

発明名称 出願番号 登録日 登録番号

2001.10.11

出願日

2 耐熱性アモルファス多孔質材料及びその製造方法
ならびに触媒坦体

2002-284135 2009.3.6 42708342002.9.27

2008年度特許登録実績 （2008/4/1～2009/3/31）

単願特許（国内）： 2件［累積登録数 ：15件］� ＊単願特許は実施希望があれば許諾に応じます�

共願特許

本件に関するお問合せ先 ： 研究管理部　柴田典義　（052）871-3500  内線557　  E-mail : shibata@jfcc.or.jp

（国内）　　　　 ： 8件［累積登録数 ： 37件］
（米国）　　　　 ： 3件
（韓国）　　　　 ： 2件
（台湾）　　　　 ： 2件
（シンガポール） ： 2件

（中国）
（イギリス）
（ドイツ）
（オランダ）

 ： 1件
 ： 1件
 ： 1件
 ： 1件

【課題】900～1400℃で優れた耐熱性を有するアモルファス多孔質材料及びその製造方法並びにそれを用

いた触媒担体を提供する。【解決方法】本アモルファス多孔質材料は、孔径が2～50nmである細孔を有し、

900～1400℃において多孔質構造を維持できることを特徴とする。孔径が2～50nmである細孔の容積の

合計は、全細孔の容積の合計に対して60%以上である。細孔容積が0.02～0.2mL/gであり、かつ比表面積が

20～100m2/gである。Si、CおよびNを主成分として合成される。本製造方法は、メチルトリクロロシラン、

ジアルキルジクロロシラン及びビストリアルキルシリルカルボジイミドを、有機塩基の存在下に重合し

てポリシリルカルボイミドとする重合工程と、これを焼成する工程と、を備える。

【課題】Si系半導体を用いて量子井戸構造を形成できる技術を提供する。【解決手段】Si系半導体基板を準備

し、酸素イオン注入と、Si系半導体層のエピタキシャル成長とを必要に応じて繰り返す。その後、熱処理を

行うことによって、SiO2を障壁層とし、Si系半導体層を井戸層とする量子井戸構造を形成する。

JFCC の動きJFCC の動き

９月１日付
　出向受入
　　戦略部　担当部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神野　克彦（新日本製鐵（株））
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　微構造・界面解析部　　　　　　　　　　　　　　 Zheng Shijian

１０月１日付
　職員採用
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアル部　主任研究員　　　　松田　哲志

人の動き
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事業案内事業案内

ＪＦＣＣニュース第９７号　　発行日　２０１０年１月１日
　　　　　　　　　　　　　　発行所　（財）ファインセラミックスセンター　　〒４５６－８５８７　名古屋市熱田区六野２－４－１
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nano tech 2010(国際ナノテクノロジー総合展･技術会議)に出展予定

　昨年の来場者数47,000名、603団体･企業出展の実績のある「nano tech 2010」に出展致します。JFCCブースへのご来
場をお待ち致します。

『The ２nd International Symposium on Advanced Microscopy 
and Theoretical Calculations（AMTC2）』開催のご案内

　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる、電子顕微鏡・理論計
算についてその最新技術と成果を深く議論する『第1回最先端の電子顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム(AMTC1)』
が2008年6月29日、30日に開催されました。この期間中、29件の招待講演、100件以上のポスター発表が行われ、17ヶ国
から330名の参加者を集め、成功裏に終了することができました。
　この国際シンポジウムは2年に1度の開催を予定しており、2010年6月24日～26日（名古屋国際会議場）に　第2回（AMTC2）
を開催いたします。AMTC2では愛知万博理念を広く継承するとともにものづくり産業への展開をはかり、AMTC1の
更なる発展を目的としております。これらの最新情報は優れた機能を有する新材料の合理的な設計を可能とし、新材
料創出に役立つものであり、材料科学、産業、究極的には地球環境の保護、社会の永続的発展に大きく貢献すると考え
ております。

なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。
【公式HP】：http://jecs.org/amtc2/index.html

　日時 ； 2010年2月17日（水）～19日（金）　10 ： 00～17 ： 00
　会場 ； 東京ビッグサイト 東4･5･6（JFCCブース ； 独法公的機関等エリアB-07にて展示）

○　文化勲章　　　　参与　エグゼクティブアドバイザー　　飯島　澄男　氏
　　JFCCの参与、ならびにエグゼクティブアドバイザーである飯島澄男氏（名城大学 教授）
　　は、高度な技術により原子の直接観察に成功するとともに、カーボンナノチューブを発見
　　するなど多大な研究業績が称えられ、文化勲章を受章されました。

○　American　Ceramic　Society　　　　Richard　M．Fulrath　Awards
　　受賞者　：　永野　孝幸
　　受賞題目：Development　of　ceramic materials by innovative functions
　　　　　　　（和文）革新的な機能発現に基づくセラミック材料の開発
　　　　　　　

○　日本セラミックス協会　　　　セラミックス賞
　　受賞者　：　青木　正司
　　受賞理由： 永年にわたり職域において優秀なる技能をもってセラミックスの産業及び科学・技術の進歩に貢献。

表　彰

JFCC の動きJFCC の動き

飯島澄男　氏

授賞式での永野副主任研究員


